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１．経営強化プラン策定の主旨 

  東松山市立市民病院は川越比企保健医療圏内唯一の公立病院であり、二次救急医療や

感染症医療などの政策的医療のほか、複数の診療科を有する身近な総合病院としてこれ

まで地域住民に安定した医療を提供してきました。 

  今後は、急速に進展する比企地域の超高齢化への対応や、今般の新型コロナウイルス感

染症のような新興感染症などへの平時からの取組が急務とされる中で、埼玉県の地域保

健医療計画や地域医療構想の実現に向けて早急に自院の医療機能の明確化を図りつつ、

近隣の医療機関等と連携しながら、本地域の医療提供体制の充実に取り組む必要があり

ます。 

  その実現のために本プランを策定し、喫緊の課題となる医師や看護師等の医療資源の

確保と病院施設・医療機器等の充実を図り、経営基盤を強化することで安定的な経営を

目指します。また同時に、医療資源の少ない比企地域の中で地域完結型の医療を実現す

るため、近隣医療機関や高齢者施設等との連携と機能分化を推進しながら、持続可能な

地域医療提供体制の確保に貢献します。 

 

２．市民病院の今後の方向性 

  東松山市立市民病院は、地域住民が求める急性期医療を主体とした中核病院を目指す

ため、今後の主な方向性を次のとおり定めます。 

 (1)救急医療体制の強化 

  県内でも救急受入率が低水準にある比企広域管内において、今後、市民病院が公立病

院として積極的な役割を果たすため、救急医療に係る人員や設備などの体制強化を図

ります。 

 (2)高度専門医療体制の強化 

  神経内科・脳神経外科・放射線科等の体制強化を図ると同時に、一般病床の増床や、

血管撮影装置・手術用機器をはじめとする医療機器の更新を行い、急性期脳血管障害

（脳卒中）及び神経難病等の疾患に対応できる環境を整備します。 

 (3)感染症医療体制の拡充 

  比企地区唯一の感染症指定医療機関として十分な役割を果たすため、早急に老朽化し

た感染症病床を再整備し、併せて必要な人員の確保と感染症に精通したスタッフの育

成を図ることで、平時から新興感染症に対応できる体制を確保します。 

 (4)医療と介護の連携推進 

  今後増加が見込まれる高齢者の入院加療への対応（在宅患者等の急性増悪への対応、

認知症対応など）のほか、地域の回復期・慢性期機能を有する病院及び、高齢者施設や

在宅医療支援機関との顔の見える関係づくりを進め、医療と介護の連携を推進します。 

 

３．経営強化プランの期間 

  本プランの計画期間は、令和５年度から令和９年度の５年間とします。 
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４．市民病院の概要（令和５年１月現在） 

 (1)名  称   東松山市立市民病院 

 (2)所 在 地   東松山市大字松山２３９２番地 

 (3)敷地面積   １５，７１３㎡ 

 (4)建物規模   

   【本 館】鉄骨鉄筋コンクリート造 地下１階・地上５階・塔屋、延べ 10,831㎡ 

   【南 館】鉄骨造 地上３階、延べ 3,000㎡ 

   【その他】車庫・マニホールド室・自転車置き場・ブロワ―室、延べ 196㎡ 

(5)付属施設 

  【旧看護師宿舎】鉄筋コンクリート造 地上２階・１７室、延べ 583㎡ 

 （6)病院種別   一般病院 

 (7)指定状況   二次救急指定医療機関、第二種感染症指定医療機関 

 (8)病 床 数   １１４床（急性期一般１１０床 感染症４床） 

            ３Ａ病棟 ３７床 ３Ｃ病棟 ４床（２類感染症） 

            ４Ａ病棟 ３６床 

            ５Ａ病棟 ３７床 

 (9)標榜科目   １２科 

            内科（一般内科・神経内科・呼吸器内科・脳卒中内科・血液内科・ 

            糖尿病内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・総合内科）、 

            外科（一般外科、呼吸器外科）、整形外科、脳神経外科、小児科、 

            泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、麻酔科、放射線科、リハ 

            ビリテーション科 

 (10)看護体制   ７：１（急性期一般入院料１） 

 (11)専門外来   神経難病外来、パーキンソン病外来、筋・末梢神経外来、脳卒中外来、 

          物忘れ・頭痛外来、睡眠時無呼吸症外来、在宅酸素療法外来、リウマ 

          チ専門外来、膝・関節外来、脊椎外来、ＰＲＰ外来、スポーツ外来、 

          小児泌尿器・おねしょ外来、補聴器外来 

 (12)主要機器   ＭＲＩ（1.5Ｔ）、ＣＴ（64列）、血管撮影装置（バイプレーン型）＊ 

          ＊血管撮影装置は令和 4 年度中に更新 

 (13)年間救急搬送受入件数 

          令和３年度年間実績 ８１４件、令和４年度 4～12月実績 ９９５件 

 (14)学会認定教育指定の状況 

          日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設 

          日本整形外科学会専門医制度研修施設 

          日本眼科学会専門医制度研修施設  

          日本麻酔科学会麻酔科認定病院 

          日本アレルギー学会アレルギー専門医準教育研修施設 

          日本神経学会専門医制度教育施設（令和５年度～） 

 (15)職員数（常勤） 

          合計１６８名（フルタイムの再任用・任期付・会計年度任用を含む） 

          医 師   ２０名 

          看護師   ８２名 

          医療技術職 ４４名 

          事務職   ２２名 
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５．経営強化プランの概要 

 （1）役割・機能の最適化と連携の強化 

   令和３年度末に公表された「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病

院経営強化ガイドライン」（令和４年３月２９日付け総財準第７２号総務省自治財政局

長通知）によれば、今後の公立病院経営強化の目指すところは、公・民の適切な役割

分担の下、地域において必要な医療提供体制の確保を図り、その中で公立病院が安定

した経営の下でへき地医療・不採算医療や高度・先進医療等を提供する重要な役割を

継続的に担っていくことができるようにすることとされています。 

   東松山市立市民病院は、このガイドラインのほか、埼玉県が定める地域保健医療計画

や地域医療構想の趣旨を踏まえて、当院の強みである神経系疾患分野の医療リソースを

十分に活かし、地域に不足している救急医療体制の拡充のほか、急性期脳血管障害（脳

卒中）や神経難病等の急性期機能の高度専門化を中心とした診療体制の強化を図ります。 

   また同時に、近隣の急性期医療機関との差別化と、地域の回復期・慢性期医療機関や

開業医、介護施設等との連携を推進し、目前に迫った２０２５年問題に対応できる医療

提供体制の構築を目指します。 

 

 （2）医師・看護師等の確保と働き方改革 

上記(1)で定めた市民病院における今後の方向性を実現するためには、医療の根幹と

なる医師・看護師等の医療従事者の確保を進めるとともに、令和６年度からスタートす

る医師の働き方改革にも適切に対応することが必要となります。 

   当院においては、急性期機能の高度専門化と病床の拡大を含む機能強化を同時に目

指していることから、人材の確保と育成が急務であるため、引き続き、研修医の受入れ

拡大のほか、手術用ロボット等の先進技術の導入検討も行いながら医師の招聘に取り

組んでいきます。併せて医師以外の医療職についても、近年不足が顕著な看護師を中心

に人材確保を図るとともに、医師・看護師の負担軽減を目的としたタスクシフト・タス

クシェアを院内の他職種と連携して推進します。 

   また、スタッフが自分らしく・いきいきと働ける職場環境づくりを進めるため、時間

外勤務の削減や年次有給休暇・育児休暇取得促進等のワークライフバランスの推進の

ほか、教育制度の支援、ハラスメント対策、職員が利用する各施設面の改修などを行い、

人材の定着に結び付けていきます。 

 

 （3）経営形態の見直し 

   当院は平成３１年４月に地方公営企業法全部適用事業に移行し、病院事業管理者を

設置して経営の柔軟性や意思決定の迅速性を高め、医療の質の向上と収支の改善に取

り組んできました。 

   今後は、さらなる医療人材の確保と経営の効率化を図るため、地域医療連携推進法人

や地方独立行政法人など他の経営形態についても研究・検討を進めていきます。 
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 （4）新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組 

   第二種感染症指定医療機関である当院の新型コロナウイルス感染症対応については、

令和２年３月１６日より保健所からの依頼で検査・診療を行う「帰国者・接触者外来」

の開設に始まり、同月２８日には感染症病棟での入院患者の受入れを開始しました。そ

の後、より多くの入院患者の受入れに対応するため、令和３年度からは５階病棟（37床）

をコロナ専用病棟として運用を開始し、感染者急増時には最大１７床の専用病床を確

保して入院患者の受入れを行い、現在に至っています。 

   対応当初は、当院の内科医師不足によって発熱外来や入院患者の受入れにも難渋を

強いられてきたところですが、令和３年度より常勤内科医師の増員が図られ、外来・入

院機能の充実に加えてコロナワクチン接種にも積極的に取り組み、現時点では地域の

医療機関と連携をしながら感染症対応の中核的な役割を果たしております。 

   今後は、感染症病床を有する公立病院としてウィズコロナ・アフターコロナの時代を

見据えた対応と、更に将来の新興感染症にも平時から対応できる体制を持続的に確保

する必要があることから、老朽化した既存の感染症病棟を早期に改修し、併せて、感染

症拡大時においても一般診療への影響を最小限に留めるため、感染症病床（＋2床）＊、

一般急性期病床（＋36 床）の拡大にも取り組みます。また同時に、感染症に対応でき

る医師・看護師等の人材の確保及び育成にも引き続き取り組んでいきます。 

   ＊感染症病棟は令和５年度中に改修工事が完了予定 

 

 （5）施設・設備の最適化 

   市民病院が「２.市民病院の今後の方向性」に掲げた内容を実現するためには、既に

手狭となっている手術室等の病院本館内の部分改修と、老朽化が進むＭＲＩや手術用

機器等の医療機器の更新・新規導入が今後必要になることから、財源の確保を含め長期

的な視点に立って計画的に実施していきます。 

   また、当院の急性期機能の拡充と新興感染症対応に伴って既に不足が生じている一

般病床や外来用駐車場については、関係者と協議を行いながら早期に拡張に向けた取

り組みを進めていきます。 

   さらに、病院のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）対応については、オンラ

イン資格確認を活用した各種システムの導入をはじめ、院内各種業務のＩＣＴ化やオ

ンライン診療についても随時検討を進めていきます。また、近年問題となっている「ラ

ンサムウェア」等に対する情報セキュリティ対策についても早急に実施します。 

 

 （6）経営の効率化等（経営指標に係る数値目標等） 

   今後、市民病院が医療機能の拡充を目指すにあたっては、医療の質の向上に伴う

収益の確保が期待できる反面、それに対応する人件費や材料費・経費の増加も見込

まれることから、より効率的な病院運営を行う必要があります。 

   そのため、後段の「８．各種経営指標」に病院の目標となる主な経営指標を定め、

健全な病院運営に取り組んでいきます。 



5 

 

６．個別アクションプラン（既に実施中の施策も含む） 

経営強化プラン項目 
実施内容 

大項目 中項目 
小項目 

【実施予定年度】 

Ⅰ．役割・機能

の最適化と連携

の強化 

(1) 地 域 医 療 構

想等を踏まえた市

民病院の果たすべ

き役割・機能 

ア.救急診療体制

の拡充 

【R5～R9】 

①県内でも救急応需率が低水準にあり、かつ、

重症者の現場滞在時間も長時間傾向にある

比企広域消防管内において、今後、市民病院

が積極的な役割を果たすため、救急医療に係

る人員や設備などの体制強化を図ります。 

②地域に不足する急性期脳梗塞治療（tPA

静注療法・血栓回収療法等）の時間外救急

対応を実施します。 

イ.高度・専門的

な診療体制の構

築 

【R5～R9】 

①比企地域に不足する神経難病や急性期脳

血管障害等の医療提供体制を整備するため、

神経内科・脳神経外科・放射線科等の体制

強化を図ると同時に、脳血管撮影装置・手術

用顕微鏡をはじめとする医療機器の更新を計

画的に行います。 

②手狭になっている手術室の改修について具体

的な検討を進めます。 

③重症患者に対してより高度で安全な管理を

行うため、ICU（集中治療室）の充実を図りま

す。 

③手術用ロボットの導入を検討します。 

(2)地域包括ケア

システムの構築に

向けて果たすべき

役割・機能 

ア.地域包括ケア

システムへの参画

（医療と介護 の

連携推進） 

【R5～R9】 

①急性期病院として、今後増加が見込まれる

高齢者の入院加療や急性増悪に対応できる

体制を強化します。 

②在宅復帰を推進し、退院後も安心して医療

提供を受けられるよう、在宅医療支援室の充

実を図ります。 

③新たに入退院支援室（患者総合支援セン

ター）を設置し、地域の高齢者施設や回復

期・慢性期病院等との顔の見える関係づくりを

進め、医療と介護の連携を推進します。 

 

(3)機能分化及び

連携強化 

ア.機能の明確化

と病病・病診連携

の推進 

【R5～R9】 

①市民病院の今後の方向性を「急性期機能

病院」と明確に位置付け、回復期機能病院を

はじめとする近隣医療機関等との病病連携・病

診連携を推進します。 

②新たに急性期一般病床 36 床の整備を進め

ます。（第７次地域保健医療計画に基づく病

院整備計画） 
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③地域包括ケア病床の縮小を実施します。 

④東松山医師会病院との協議を行い、役割分

担を明確にして機能分化・連携強化を推進し

ます。 

⑤自院の守備範囲を明確化し、対応できない

疾患については他の二次医療機関・三次医療

機関との連携を推進します。 

 

 (4)医療機能や医

療の質、連携の強

化等に係る数値

目標 

ア.医療機能に係

るもの【R5～R9】 

8.各種経営指標に記載 

 

イ.医療の質に係

るもの【R5～R9】 

8.各種経営指標に記載 

 

ウ.連携の強化等

に係るもの 

【R5～R9】 

8.各種経営指標に記載 

 

エ.その他 

【R5～R9】 

8.各種経営指標に記載 

 

(5) 一般会計負

担金の考え方 

ア.一般会計繰入

金の上限設定 

【R5～R9】 

①地方公営企業法に基づく一般会計負担金

等の繰り入れについては、総務省が定める繰出

基準の範囲内とします。 

(6) 住民の理解

のための取組 

ア.住民や関係者

に対する説明の場

の設定 

【R5～R9】 

①市議会や外部評価委員会等の場で、市民

病院の連携・機能分化の取組について丁寧な

説明を行っていきます。 

Ⅱ．医師・看護

師等の確保と働

き方改革 

(1)医師・看護師

等の確保に関する

取組 

ア.常勤医師の確

保 

【R5～R9】 

①医療水準の維持・向上を図るため、関連大

学病院への医師派遣依頼を継続し、内科・外

科・脳神経外科・麻酔科を中心とした常勤医

師の確保を進めます。 

②関連大学病院との連携を強化し、研修医・

専攻医の招聘を行います。 

③「埼玉・群馬の健康と医療を支える未来医療

人の育成事業」に参画し、研修医の受入体制

を整えます。 

④医療機器の購入や院内のＩＣＴ化、医局

スペースの拡張などを進め、医師が定着しやすい

職場環境の整備を行います。 

⑤医師の学会参加や資格継続への財政支援

等を行います。 

⑥手術用ロボットの導入を検討します。 
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イ.看護師の確保

と負担軽減への対

応 

【R5～R9】 

①看護の質の維持・向上を図るため、慢性的に

不足する看護師の増員と、他職種へのタスクシ

フトなど業務の負担軽減に取り組みます。 

②教育制度の充実と、専門分野に係るキャリア

アップを図るための財政支援等を行います。 

③勤務形態の多様化や休暇取得の促進等を

図り、働きやすい職場環境づくりを目指します。 

④院内保育施設の設置を検討します。 

 

ウ.コメディカル（医

療技師）の確保

とタスクシフトの推

進 

【R5～R9】 

①病棟薬剤師の配置を進め、病棟における適

切な薬剤管理と看護師の負担軽減を図りま

す。 

②リハビリスタッフ（PT,OT,ST）の確保を進め、

脳血管疾患等のリハビリテーションの充実を図り

ます。 

 

(2)医師の働き方

改革への取組 

ア.医師の働き方

改革への対応 

【R5～R9】 

①令和 6 年度から本格的に開始される医師の

働き方改革（時間外労働の上限規制）に対

応するため、勤務時間を適切に把握できる仕組

みを導入します。 

②当直・外来を支援する非常勤医師の採用を

行います。 

③医師事務作業補助者の配置をはじめ、他職

種へのタスクシフトを推進します。 

 

Ⅲ．経営形態

の見直し 

(1)経営形態の見

直しに関する取組 

ア.経営形態の見

直しの検討 

【R5～R9】 

①より効率的な病院運営を実現するため、地

域医療連携推進法人・独立行政法人等の他

の経営形態についても引き続き検討します。 

 

Ⅳ．新興感染

症 の 感 染 拡 大

時等に備えた平

時からの取組み 

(1)新興感染症の

感染拡大時等に

備えた平時からの

取組 

ア.感染症対策の

強化 

【R5～R9】 

①新型コロナウイルス感染症に対する入院・外

来診療・検査等の体制を引き続き確保します。 

②比企地区唯一の感染症指定医療機関とし

て老朽化した感染症病床を早急に再整備し、

既存の 4 床から 6 床に増床することで受け入れ

体制の強化を図ります。 

③一般病床を増床し、パンデミック時にも感染

症対応と救急を含めた一般診療が同時に対応

できる体制を確保します。 

④必要な人員の確保と感染管理に精通したス

タッフの育成を図ることで、新興感染症の拡大に

も対応できる体制づくりを目指します。 
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Ⅴ．施設・設備

の最適化 

(1) 施設・設備の

適正管理と整備

費の抑制に関する

取組 

ア.施設・設備の安

全管理と計画的

な整備の推進 

【R5～R9】 

①急性期機能の体制強化に伴い、一般急性

期病床（36 床）の増床に取り組みます。 

②安心安全な医療を提供するため、老朽化し

た施設及び手狭になっている手術室の改修と、

高度医療機器（血管撮影装置・MRI 等）の

計画的な更新を行います。 

③臨床工学技士等の採用により、輸液ポンプ・

人工呼吸器等の医療機器の適切な管理体制

を構築します。 

④医療機器のより効率的な運用を目指すた

め、近隣病院との高度医療機器の共同利用を

推進します。 

⑤慢性的に不足している外来用駐車場の拡張

に取り組みます。 

(2) デ ジ タ ル 化

（DX 化）への取

組 

ア.院内の ICT 対

応 

【R5～R9】 

①電子カルテシステムをはじめとする医療情報シ

ステムの計画的な更新を行います。 

②マイナンバーカードを利用したオンライン資格

確認システム等（保険証・電子処方箋対応）

の導入を行います。 

③オンライン（遠隔）診療や院内各種業務の

ＩＣＴ化について検討を行います。 

イ.セキュリティ対策

の強化 

【R5】 

①ランサムウェア等の不正アクセス対策として、

医療情報システムのオフラインバックアップとバック

アップデータの世代管理化を実施します。 

 

Ⅵ ． 経 営 の 効

率化等※ 

(1)収益の確保に

係る取組 

ア.病床稼働率の

向上 

【R5～R9】 

①診療体制の拡充に合わせて、より効率的な

ベッドコントロールを実施し、ベッド回転率の向上

と平均在院日数の適正化を目指します。 

②メディカルソーシャルワーカーや入退院支援ナ

ースの確保を進め、入退院支援の体制強化を

図ります。 

イ.外来診療体制

の見直し 

【R5～R9】 

①外来診療体制の充実を図り、受診者の満足

度向上と新規患者数の増加を目指します。 

②土曜日の診療体制の見直しを検討します。 

 

ウ.手術室の効率

的運用 

【R5～R9】 

①麻酔科医や看護師の採用及び配置の見直

しを通じて、手術が集中する曜日・時間帯を分

散させ、手術室の効率的運用と医療安全の向

上を図ります。 

②常勤麻酔科医師の確保を図り、安定的な手

術実施体制の継続に努めます。 
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エ.健診・人間ドッ

クの充実 

【R5～R9】 

①平日の午後や土曜日の健診・人間ドックの

実施を検討します。 

②ＰＲ活動の強化や受診者の満足度向上を

図ることで、新規受診者の増加を目指します。 

 

オ.診療単価向上

のための対策 

【R5～R9】 

①引き続きプロパー職員を中心とした医事業務

の体制確保を進めます。 

②院内の保険委員会や医事会計業務委託業

者、経営分析システムを活用しながら、診療報

酬における請求精度の向上を図ります。 

 

カ.DPC 病院への

移行を継続して検

討 

【R5～R9】 

①包括と出来高制のデータ比較を行いながら、

現在の準備病院からＤＰＣ病院への移行を継

続して検討します。 

キ.経営分析ツー

ルやコンサルタント

の活用 

【R5～R9】 

①経営分析やベンチマークのシステムを引き続き

活用します。 

②診療報酬請求の精度チェックや診療科別の

原価計算の導入など、民間コンサルタントのノウ

ハウを活用しながら収支の改善を進めます。 

 

ク.未収金対策 

【R5～R9】 

①未収金を発生状況別に整理した上で、入院

保証金や預かり金制度などの未然防止策の導

入についても検討し、効果的な回収のルーティン

を構築します。 

ケ.ICT の活用 

【R5～R9】 

①新興感染症の拡大を契機として、対面だけ

でなくオンラインを活用した受診体制等の構築を

検討します。 

②電子カルテシステム等のデータを二次利用し、

収益向上対策に活用します。 

コ.職員の生産性

向上 

【R5～R9】 

①コメディカル部門を中心に生産性の向上を図

ります。放射線科については、平日午後の検査

拡大及び土曜日におけるMRI検査の実施を検

討します。また、近隣医療機関からの撮影検査

の受託を継続して実施します。 

(2)費用削減に係

る取組 

ア.職員給与費の

抑制 

【R5～R9】 

①非常勤医師を含む給与費の適正化を実施

し、職員給与費全体の増嵩を抑制します。 

 

イ.材料費の削減 

【R5～R9】 

①神経内科や整形外科などの材料費（薬品

含む）が増加する中で、引き続き、ベンチマーク

システム等を活用して材料費の増嵩を抑制しま

す。 
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②物流管理の委託内容見直しや一括購入化

などを通じて診療材料の購入費用の低減化を

図ります。 

ウ.経費の削減 

【R5～R9】 

①複数年契約を行う委託業務契約の仕様の

見直しや、医療機器の年間保守契約の方法を

再検討することで費用の低減化を図ります。 

 

(3)その他の取組 ア.事務職員のプロ

パー化 

【R5～R9】 

①事務部門の幹部職のほか、診療報酬の算

定業務、医療機器・材料等の調達など、専門

性の高い業務を中心に職員のプロパー化を推

進します。 

イ.患者満足度の

向上 

【R5～R9】 

①サービス向上委員会を中心として投書箱の

意見や要望に迅速に対応するとともに、入院・

外来患者を対象としたアンケート調査を定期的

に実施します。 

②病院施設の改修などを通じて、患者アメニティ

の向上を図ります。 

③接遇研修などの実施により、患者対応の質

の向上を図ります。 

④診察フローの見直しや ICT の活用により、待

ち時間の短縮を図ります。 

ウ.広報活動の推

進 

【R5～R9】 

①広報誌等の定期刊行物のほか、様々な媒

体を利用して PR 活動を推進することで、市民

病院の認知度を高めます。 

②病院ホームページのリニューアルを実施しま

す。 

 

エ.地域住民との

交流、疾病予防

啓発活動 

【R5～R9】 

①地域住民の健康増進及び市民病院のＰＲ

活動を目的として、医師・看護師等の医療職に

よる市民講座の開催など積極的なアウトリーチ

活動を展開します。 
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７．収支計画 ～作成中～ 
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８．各種経営指標 ～作成中～ 

（1）医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標 

 ア．医療機能に係るもの 
目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①一般病床数（床） 110 146 146 146 146 146 

②感染症病床数（床） 4 6 6 6 6 6 

③救急搬送受入件数

（件） 
814      

④救急搬送応需率 

（％） 
52.2      

⑤手術件数（件） 921      

⑥リハビリ件数（件）       

  
 イ．医療の質に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①患者重症度（％）       

②在宅復帰率（％）       

③クリニカルパス使

用率（％） 
      

  
 ウ．連携の強化等に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①紹介率（％）       

②逆紹介率（％）       

  
 エ．その他 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①臨床研修医受入件

数（人） 
      

②医療相談件数（件）       

③常勤医師数（人）       

④常勤看護師数（人）       

⑤常勤医療技師数 

（人） 
      

⑥常勤事務職員数 

（人） 
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（2）経営の効率化等にかかる数値目標 

 ア．収支改善に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①経常収支比率（％）       

②医業収支比率（％）       

③修正医業収支比率

（％） 
      

④不良債務比率 

（％） 
      

⑤資金不足比率 

（％） 
      

⑥累積欠損金比率 

（％） 
      

  
 イ．収入確保に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①１日あたり入院患

者数（人） 
      

②一般病床稼働率 

（％） 
      

③１日あたり外来患

者数（人） 
      

④１人１日あたり入

院診療収益（円） 
      

⑤１人１日あたり外

来診療収益（円） 
      

⑥平均在院日数（日）       

⑦新規患者数（人）       

⑧新規入院患者数 

（人） 
      

  
 ウ．経費削減に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①給与費対修正医業

収益比率（％） 
      

②材料費対修正医業

収益比率（％） 
      

③委託費対修正医業

収益比率（％） 
      

④後発医薬品割合

（％） 
      

⑤医薬品値引率（％）       

⑥材料費ベンチマー

ク割合（％） 
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 エ．経営の安定性に係るもの 

目標項目 Ｒ3 実績 Ｒ5 計画 Ｒ6 計画 Ｒ7 計画 Ｒ8 計画 Ｒ9 計画 

①常勤医師数（人）       

②常勤看護師数 

（人） 
      

③その他の職員数 

（人） 
      

④現金保有残高 

（千円） 
      

⑤企業債残高 

（千円） 
      

 
 


